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今年も、「感謝」の気持ちを伝えるために、できることを一緒に考えてみませんか？家庭で取り組む『高知の道

徳』Ｐ４０、４１ページを家庭で話題にしていただき、家庭でできることをお子さんと一緒に考えていただける

と嬉しいです。先日の集会で、子どもたちには話をしています。 

毎日、あたりまえのようにわたしたちの周りにあって、わたしたちが使っているいろいろなもの。たくさんの

人の思いと苦労があってつくられたものばかりです。毎日、あたりまえのように過ごせているのは、たくさんの

人が支えてくれているからです。日頃から、「ありがとう」という言葉が自然と出てくると素敵ですね。７月１２

日（水）までに、学校へ持たせてください。いつもご協力ありがとうございます。また後日、紹介させていただき

ます。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・切 り 取 り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

道徳便り第１１号                         名前（           ） 

東中筋小学校では、「ありがとう朝会」を開いていま

す。ありがとう朝会では、日々の学校生活の中で誰か

に、「ありがとう」を伝えたい場面を思いだし、そのこ

とを付箋に書いて、発表します。発表している人も、名

前を呼ばれた人も自然と笑顔になっていました。とっ

ても素敵だなと感じました。学校教育目標の中にもあ

るように、笑顔いっぱい、あいさついっぱい、元気いっ

ぱいな学校にしようと、上級生から良いお手本を見せ

てくれています。 

○ありがとう朝会より 

・いつも会ったとき、「おはよう。」と言ってくれてありがとう。 

・いつも、ぽかぽかことばをつかえていていいね。 

・休み時間に一緒に遊んでくれてありがとう。 

・ぼくがなんかゆったら、いつも「ありがとう。」と答えてくれ

てありがとう。いい気持ちになるよ。 

・掃除の時に、自分から進んでやってくれてありがとう。いつも

助かっています。 

 

ありがとう朝会を行いました♪ 


